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パリ協定の批准と 1.5℃シナリオ（その１）  
 

 

 気候変動枠組条約(UNFCCC)第21回締約国会議  COP21）で採択されたパリ協定は、世界排出量の55％以上

に相当する55カ国以上の国の批准という発効要件を充たし、11/4に発効する。 

 

ー パリ協定が目指す  気温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を

追求する」という長期目標には、政策的、科学的な多くの不確実性が存在し、単純に 1.5℃シナリオにはつ

ながらない。 

ー 1.5℃シナリオの研究例は少ないが、それらが示す全体像は、 エネルギーシステムの転換の点では、2℃シナ

リオと同じ、必要とされる技術も特に差はない。ただ、削減活動の急速なスケールアップが必要で、

2060-2080年頃にはゼロ排出にする必要がある。」 

ー 運輸部門の 1.5℃シナリオでは、2℃シナリオに対して、削減行動の 10-20 年前倒しが必要で、削減策はバ

イオ燃料と効率改善が主体で、自動車効率の改善は依然重要課題である。 

－ 今後、温暖化対策は緩和策だけでは対応不可能になる可能性が高く、適応策がより重要になる。 

 

１．はじめに 

 

 昨年末にパリで開催されたCOP21で得られた合意  パリ協定 [1]は、産業革命以前に比べ気温上昇を2℃より

十分低く保ち、さらに 1.5℃に抑える努力を追及するという非常に野心的な長期目標を設定した。このパリ協定

は世界排出量の55％以上に相当する55カ国以上の国が批准することが発効要件であるが、10月5日にEU他が

批准し、下に示すように74カ国が批准し、その排出量は世界の58.8％に達した  2］。実際の協定の発効は、30

日後の、11月4日であるが、当初、中国やインドなどの批准を危ぶむ声もあったが、意外と簡単に発効へと進ん

だ。 
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 今後は、温暖化防止に向けての実際の削減行動が、法的拘束力のない、各国が自主的に定めた削減目標／活動

案 約束草案 Intended Nationally Determined Contributions: INDC）に任かされることになり、それらの

総合的な効果としての削減量と協定が目指す長期目標 2℃あるいは1.5℃シナリオ）との整合性が問題になる。 

 2℃シナリオは IPCC第5次報告書  AR5）で取り上げられ、不確実性はあるものの、その実態はかなり把握さ

れている。一方、1.5℃シナリオに関しては、IPCC の報告書では、研究例が少ないとして、多少、中身にも触れ

られてはいるが、分析対象からは外されていた。その後も状況は大きくは変化していないが、多少、1.5℃を対象

とした論文が出始めている。それらの簡単な紹介の後、２℃シナリオも含めて不確実な状況下で、今後の世界が

目指すべき方向をどのように考えて行けばいいかを議論した。 

 

２．パリ協定の批准の進展 

 

 パリ協定は、４月の国連会議で署名が始まった後、各国の正式な批准状況は、８月末で 20 カ国強、排出量シ

ェアでは、1％程度であったが、中国・杭州でのＧ20 首脳会議開催の前日、９月３日に米中が共に批准したこと

が報告され、世界各国への強いメッセージとなった。GHG排出の1、2位の中国 20.1％）、米国 17.9％）の

批准で発効要件の世界排出量の55％以上という目標に大きく前進した。米国が、パリ協定発効を急ぐのは、1つ

には、オバマ大統領が政権の遺産 レガシー）としてパリ協定を位置づけていること、また、もし 1 つは、今年

の大統領選で民主党が敗北しても、協定が発効すれば、その後 3 年間は脱退できない決まりがあり、選挙前に発

効させたいとの意図があったためと思われる。 

 その後、態度を明確にしてこなかった排出量４位のインドが、建国の父マハトマ・ガンジーの誕生日  9/2）に

批准、途上国の声を代弁していくとの声明を出し、今後の発言力を高めたいとの狙いが読み取れる。EUでは、英

国脱退の問題もあり、批准の議論が順調には進んでいなかったが、米中の批准の後押しと、来月から開催される

COP22での議論でも中心的な役割を果たしたいとの意図から、加盟28ケ国すべての批准手続きを待たずに先行

して EU として批准する方針に変更した 実際に批准している国は、オーストリア、仏、独、ハンガリー、マル

タ、ポルトガル、スロバキアの7カ国）。 
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３. 1.5℃シナリオとは？ 

 

３．１ シナリオの不確実性 

 まず、1.5℃シナリオの詳細を紹介する前に、2℃シナリオにも共通の不確実性について議論しておきたい。不

確実性の原因には2つあり、1つは、パリ協定の長期目標そのものに存在する。パリ協定の条文には、 気温上昇

を産業革命以前に比べて 2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を追求する ２条）」とのみ記載さ

れており、2℃なのか1.5℃シナリオなのかは明確ではない。また、目標の温度上昇をどの時期に、どの程度の確

率 ＞50％あるいは＞66％）で抑制するのか、オーバーシュートを認めるのか等、その実態は明確ではない。 

 IPCCの報告書で、2007年発行のAR4では、気温上昇の定義は、平衡に達した時の温度で、2013／4年発行

のAR5では、2100年での気温上昇と、その定義が変化している。この主たる理由は、AR4発行時点では、未だ、

平衡温度を オーバーシュートなしで）目指す安定化シナリオの可能性が残されていたが、今やオーバーシュー

トを含むシナリオしか現実的でないという事情による。その一例としてRITEの分析結果  3］を図1に示す。こ

こでは、3 種類のシナリオを示しているが、AR4 で考えていたような安定化シナシオは緑線で示すもので、AR5

で取り扱った 2100 年での温度上昇に焦点を当てたのは、青線で示すシナリオである。また、赤線で示すシナリ

オは、長期的には1.5℃上昇で安定化するが、その途中ではオーバーシュートを＜2℃で認めるシナリオになって

いる。このように、1.5℃シナリオと言っても、その定義により温度上昇やGHG濃度の今後の変化には大きな差

があり、政治的な目標を決めるには、どのシナリオを目指すかの明確化が必須である。 

 次に、科学的な観点での不確実性の原因であるが、これには主として 2 つの原因があり、その１つは、モデル

間の差であり、もう1つは、気候感度の推定値に幅があることである。IPCCのWG1では、40を越える気候モ

デルの結果を分析している。また、WG3 では、GHG排出パスの分析には、30 モデルの 400 近いシナリオを分

析対象にしている。当然のことながら、各モデル毎に同じインプットを与えても、異なるアウトプットが出てく

る訳で、推定値に大きな幅が生じる原因になっている。 

 IPCC-WG3で、GHG排出パス毎の温度上昇を推定する際に必要な重要な変数に“気候感度“という変数がある。

これは、WG1 での気候モデルの分析結果や、過去の CO2濃度変化と温度変化の分析等から推定できる変数で、

 CO2濃度を２倍に増加させた時の気温上昇値」と定義されるものである。WG1 の報告書では、AR4 では気候

感度は2-4.5℃  最尤推計値  3℃）であったのが、AR5では1.5-4.5℃  最尤値合意できず）と、下方修正され

たが、最尤推定値が示されなかったので、WG3-AR5での分析では、3℃というAR4と同じ値が用いられた。こ

の気候感度は、気温上昇推定に大きな影響を持っており、その例を図2 4］に示す。 

 AR4、AR5 で用いられた値3.0 の気候感度であれば、＜2℃のためには、GHG濃度を 440ppm程度に抑える

必要があるが、もし気候感度が 2.5 であれば、480ppm 程度で達成可能となる。<1.5℃目標に対しては、気候

感度が 3.0 であれば、すでに現在の濃度に近く、2.5 であっても 420ppm 程度と、今すぐにでも排出を止めて、

ゼロ排出に移る必要性を示唆している 絶対値の議論には、不確実性のため注意を要するが）。 

  



 
 

 

Copyright © 2016 NPO 法人 国際環境経済研究所. All rights reserved. 

３．２ １.５℃シナリオの例 

 

 IPCC 第５次報告書に用いられたシナリオのうち、2℃シナリ

オの下限近くのものは、 ＜1.5℃に抑える 1.5℃シナリオとし

て、高い確率  ＞66％）ではだめだが、50％以上の確率であれ

ば温度上昇を保証できる。最近、IIASAのRogelj らは、これら

のシナリオと既報の 1.5℃シナリオとを合わせて分析をして、

1.5℃シナリオを不完全ながらその実態を 2℃シナリオとの対

比で示そうとした 5，6］。これ以外にも、SEI(Stockholm 

Environment Institute） 7］、SLoCaT Partnership on 

Sustainable, Low Carbon Transport） 8］、CAT (Climate 

Action Tracker)  9］、 UNEP の GAP 報告書 10］、 RITE

 3］が 1.5℃シナリオを紹介、また、1.5℃シナリオ下での残

存排出可能CO2量に関して、 SEI  7］、IPCC-AR5のWG1の

報告書 11］にも記載がある。 

 1.5℃シナリオの分析例は、未だ少なく、より信頼性のある絶

対値の議論にはまだ時間を要する状況であり、以下、いくつか例を示すが、絶対値に注目するのでなく、2℃シナ

リオとの相対的な差という視点で見てもらいたい。図3はRogelj ら  5］がAR5のデータを再分析したもので、

報告書の2100年時点でのGHG濃度が480ppm以下になるシナリオから1.5℃シナリオ 紺色の帯）を抽出し

ている。そのすぐ上の青色の1.5-2℃シナリオとの差をみれば、1.5℃シンリオで必要とされる急激なGHG削減

の様子が理解できる。1.5-2℃シナリオでは、図に示すように2010年比で2050年に約50％減の削減になって

いるが、1.5℃シナリオでは 75％減が必要で、2060-2080 年にゼロ排出になっている。また、現在すでに気候

変動枠組み条約事務局に提出されている各国の削減目標である INDC の総合的な効果の範囲が図中に 2025、

2030年の位置に縦のオレンジ色の棒で示されており、もし、この排出パスを取ったとすれば、＜2℃の目標を達

成するには、オレンジ色の帯に沿った排出に抑制する必要があることが示されている。この際のGHG削減の速度

は 2030-2050 年の平均で 2.3％／年と過去の実績で記録された特定の国の最高レベルの削減が全世界全体で必

要とされる。 
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 Rogelj ら  5，6］は、1.5℃シナリオと2℃シナリオの対比より、以下の結論を導いている。1.5℃シナリオは、

エネルギーシステムの転換の点では、2℃シナリオと同じで、必要とされる技術も特に差はない。ただ、削減の焦

点はより消費側 省エネ）に移る。しかし、削減活動のより急速なスケールアップが必要で、当然、ゼロ排出に

なる時期も10-20年、早まる。カーボンバジェット  残留の排出可能CO2排出量）に関しては、2℃シナリオで

は、現状の排出速度が続けば、ほぼ30年ほどで使い切るが、1.5℃シナリオでは、10数年と半減し、現状のINDC

の状況からは、削減達成のwindowが閉じるのは時間の問題である。 
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